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I諸言

1.我が国の高齢化と高齢者の精神的健康状態

2020年 9月 15日 現在、総務省の発表によると我が国の高齢化率は 28,70/0と なった。高

齢化を止めることが難 しいと考えられる現在、今後予測される社会的負担を抑制するため

の健康施策として、長寿を目指すだけでなく健康の維持や向上を目的とした予防を重要視

するようになつている。高齢期における精神的健康状態の悪化は、体力の低下や生活機能

の低下につながるだけでなく、心筋梗塞への罹患 。自殺・医療機関受診回数の増加 。医療

費の増加 といつた身体的 。社会的にも負担 となることは明らかである。

2 高齢者の精神的健康状態に対する取 り組みの現状

高齢者の精神的健康状態に対する取 り組みは予防の段階に応 じて 3つ に大別できる。ま

た高齢期の精神的問題に対 して有効 と考えられるケアや接 し方の共通点は、初期サインを

見逃 さず不安やス トレスを減 らす支援をすることであり、医療や福祉関係者の支援も必須

と考えられる。また、認知症に対 しては薬物療法の他、非薬物療法として、心理療法,回

想法,動物療法,芸術療法など多種多様な取 り組みが行われている。

3.フ ラワーア レンジメン トの概要

フラワーアレンジメン トとは植物を使用 したデザイン分野の一つであり、「フラワーデ

ザイン」や 「フローラルデザイン」、「フローラルアー ト」等 とも称する。

本研究では個人差はあるが 日常生活に制限のある可能性の高い高齢者に対 して、フラ

ワーアレンジメン ト作成中は可能な限 り自由に考え 。行動 し。発言するなど高齢者それぞ

れの個性を引き出すことも研究の一助 となると考え、比較的自由度の高いオラングで一般

的に実施 しているフラワーアレンジメン トレンスン法の手法や技術の一部を取 り入れた。

Ⅱ 目的

先行研究を検索した結果、国外では Yavneら が線維筋痛症忠者の疼痛や精神症状にフラ

ワーアレンジメン トの効果を検討 したもの、国内では望月 らが左半側空間無視症状のある

患者のケアにフラワーアレンジメン トを活用 した事例及び 5種の研究がみられるだけであ

り、生活機能が低下した高齢者の精神的健康状態 とフラワーアレンジメン トの関連につい

て検討 した先行研究は見当たらなかった。そこで本研究ではフラワーアレンジメン トが生

活機能の低下 した高齢者の精神的健康状態に及ぼす効果を明らかにすることを目的とした。

Ⅲ 対象 と方法

1.対象

東京都の Aデイサービスに通所する高齢者の うち、調査に協力の得 られた 38名 を対象

とした。

2.方法

対象を通所する曜 日により,介入群 18名 、対照群 15名 に分け、介入群へは 2か月間フ

ラワーアレンジメン トレンスンを行い、対照群にはその間、通常のデイサー ビスを継続 し

てもらった。2群 に対 し介入期間の前後に WHO・5精神的健康状態表 (WHO‐ 5J)を含む

アンケー ト調査を実施 した。

(1)フ ラワーアレンジメン トレッスンの概要と手順

フラワーアレンジメン トレンスンは対象者が自ら手順やデザインを考え、自由に植物を
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活ける、オラングのレンスン手法の一部を導入 した。

(2)調査項目

WHO‐ 5」 得点を精神的健康状態の指標 とした。先行研究により精神的健康状態 との関連

が報告 されている年齢、性別、世帯形態、治療中の病気及び、この一年間の大きなライフ

イベン トの有無等について同時に調査 した。

(3)統計解析

介入群 と対照群のカテゴリー変数の比較はカイ 2乗検定を用いて行つた。介入群及び対

照群の介入前後の WHO‐ 5」 得点の平均値の比較は対応のある T検定を用いて行つた。

(4)倫理的配慮

本研究は桜美林大学の研究活動倫理委員会の審査・承認(No.19072)を受けた後、対象に

十分な説明を行い同意を得た うえで実施 した。

Ⅳ 結果

1.対象者の属性

性別は女性が 75.8%と 多くを占め、独居の割合は 21.2%で あった。対象の多く(87.9%)

が要介護認定を受けていた。介入群に対 し対照群の方が治療中の病気がある者の割合が高

かった (対照群 66.7%Ⅵ s,介入群 33.3%)が、その差は有意ではなかった。その他の性

別、世帯形態、要介護度についても、介入群 と対照群で分布に有意差はなかった。

2.初回調査時点の精神的健康状態

初回調査時点の WHO‐ 5」 得点は、介入群が 16.0± 6.0(平均士標準偏差)点、対照群が

15.5± 3.6点 で、両群に有意差はみられなかった。

3 介入の有無別にみた WHO-5」 得点の変化と介入後アンケー ト結果

介入群の WHO‐ 5Jの平均得点は 16.9点 から 19.8点 に有意に上昇 した。一方、対照群の

変化は 15,3点から 16.0点であり有意ではなかつた。介入後アンケー トの 1項 目である

「植物が身近にあると気分がよくなりますか」とい う質問に対 しては無回答者 1名 を除き

介入群 と対照群の全員が 「はい」と回答 した等、植物を介 した研究調査及び効果の意義を

確認することが出来た。

4`介入当日の レッスン前後の WHO-5」 得点の変化

介入群には 2か月間のWHO‐ 5」 の調査に加 え、第二回目のレッスン前後において、WHO‐

5J得点の変化についても調査を実施 した。当日のレッスン前後の WHO‐ 5J得点には有意

な変化はみられなかった。

V考 察

本研究の結果、フラワーアレンジメン トが生活機能の低下した高齢者の精神的健康状態

を改善させることが実証できた。その背景を検討するため、研究調査期間の最終 日に介入

群に参加 した高齢者及びフラワーアレンジメン トレンスンの補助をお願いしたデイサービ

ス職員に対するインタビューを実施 し、様々な感想 と意見を聞くことができた。介入群の

WHO‐5J得点は介入期間を通 して増加 したにも関わらず、レンスン当日前後では有意な変

化をみることが出来なかった。このことから、フラワーアレンジメン トの効果は超短期的

に生 じるものではなく、長期的に現れるものであると考えられた。フラワーアレンジメン
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卜が長期的に精神的健康状態を改善させるメカニズムは不明であるが、フラワーアレンジ

メン トがもたらす、手続き記憶の改善や、次のレンスンヘの期待や準備などが関連 してい

るのかもしれない。

COVID‐ 19感染拡大の影響から、当初予定 していた調査対象者が減ってしまったため、

今後の研究には、より多くの精神的健康状態に問題がある高齢者に対 してフラフーアレン

ジメン トレンスンを行い、フラワーアレンジメン トの、どの要素が有益であるのかを検討

課題 としたい。
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